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Ⅰ．研究背景および目的

　地域包括支援センターは、2005 年介護保険法改正

により地域住民の身近な相談支援窓口として発足した。

少子高齢化の進展にともない、介護が必要な介護保険

被保険者とその家族を対象に、住み慣れた地域で安心

してその人らしい生活を継続できるよう各種の取り組

みが推進されてきた。厚生労働省によると、近年、要

介護者と家族介護者を取り巻く地域社会環境が大きく

変貌する中で、新たな視点での家族介護者支援施策・

事業の推進が急務となってきている
1)
。働く世代への

調査では 20 ～ 59 歳の 8 割以上が、家族が要介護者

になる不安を感じており
2)
、仕事と介護の両立に関し
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１）

要　旨

　三島北地区地域包括支援センター強化事業においてケアマネジャーが感じる「家族介護者支

援」の課題を明らかにすることを目的に、ケアマネジャー 12 名を対象としてフォーカス・グルー

プインタビューを実施した。ケアマネジャーが感じる「家族介護者支援」の課題として 5 つの

コアカテゴリー【　】、7 つのカテゴリー『　』が抽出された。【介護者】の課題である『介護

と仕事の両立』『介護使命感』は、【要介護者】の課題である『要介護者へのケア』と相互作用

し、【家族全体】の課題である『家族システムと家族の関係性』に包含されていた。また、ケア

マネジメントを担う【ケアマネジャー】自身も『家族介護者との意思疎通』『ケアマネジャー役

割』の課題を抱えつつ支援していた。さらに、家族介護者支援の【サポート体制】においても

『専門職連携実践』の課題が存在していた。これらの課題から、家族介護者へのワーク・ライフ・

バランスのサポート、家族介護者同士のピアサポート、家族アセスメントや家族レジリエンス

へのサポート、地域包括支援センターによるケアマネジャーサポート、家族介護者支援のサポー

ト体制における専門職連携実践と専門職連携教育の必要性が示唆された。
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て男女とも 7 割以上が不安を感じている
3)
。介護離職

の理由は男女とも 6 割が「仕事と介護の両立が難し

い職場だったため」と回答し、女性の 3 割が「自分

の心身の健康状態が悪化したため」と回答している
3)
。

また企業への調査では、仕事と介護の両立への支援に

ついて、「職場の上長との面談や部下の個人的な悩み

を聞く」等、3 割程度取り組みがある一方で、「特に行っ

ていない」という回答も 3 割あった
4)
。さらに、「今後、

介護を行う従業員が増えることが懸念される」が 5 割、

「仕事と介護の両立に悩んでいる従業員がいても課題

が顕在化してこない」が 4 割強であった
4)
。これらの

結果をふまえて「地域包括支援センターの事業評価を

通じた取組改善と評価指標のあり方に関する調査研究

事業報告書」には、今後、地域包括支援センターに求

められる機能として「家族介護者支援、就労継続支援」

が提言されている
5)
。

　研究代表者の所属機関がある静岡県三島市において

も、2020 年度から三島北地区地域包括支援センター

強化事業として「家族介護者支援を地域で考える」を

重点課題として取り組みが始まっており、研究代表者

は助言者の役割を担っている。

　家族介護者支援に関する文献では、「先進諸国の

多くは介護者支援において日本より進んでいる

（O rg a n i z a t i o n  f o r  E c o n o m i c  C o o p e r a t i o n  a n d 

Development：OECD）」という報告
6)
や、「家族介護

者支援策は高齢者福祉施策のなかで優先度の高い施策

に位置付けられているが、それだけに事業化という

点での課題がみえてきた」という報告
7)
もある。ま

た、地域包括支援センターの職員を対象とした研究で

は、介護者支援の困難性について【介護者自身に支援

が必要な場合】【介護者が複数の役割を担う場合】【サー

ビス利用拒否の場合】【要介護者への対応に苦慮する

場合】【複合問題・多問題への対応が求められる場合】

の 5 項目が示唆されている
8)
。さらに、地域包括支援

センターによる認知症高齢者の在宅生活継続支援の研

究では、チームアプローチの実際について抽出した 7

因子の 1 つに「介護家族支援」を挙げている
9)
。

　このような背景から、本強化事業における 2020 年

度の企画として、介護保険制度の要であるケアマネ

ジャーを対象に、家族介護者支援の課題について調査

することとした。調査にあたっては「家族介護者支援

マニュアル（厚生労働省）」を参考に、マニュアル作

成の基盤となった家族介護者へのインタビューおよび

アンケート調査結果に基づいて行なった。調査結果か

ら家族介護者が抱える多様な「家族介護と仕事、生

活・人生の両立継続」に関する課題（相談に関する課

題、家族介護者が抱える課題、地域・専門職等との関

係に関する課題、介護離職・仕事との両立に関する課

題）を中心に、グループインタビューを実施した。

　本研究の目的は、三島北地区地域包括支援センター

強化事業において、グループインタビューでのケアマ

ネジャーの語りを通して、介護保険制度の要としてケ

アマネジメントを担うケアマネジャーが感じる家族介

護者支援の課題について明らかにすることである。家

族介護者が抱える多様な課題に対して、地域包括支援

センター職員への調査は散見されるものの、介護保険

制度のケアマネジメントを担当するケアマネジャーの

視点を通して、家族介護者支援の課題に焦点をあてた

研究は見受けられない。また、地域包括支援センター

の役割機能には、「地域のケアマネジャーが包括的、

継続的ケアマネジメントを実践できるように、直接的

または間接的に支援を行う」とあり
10)
、ケアマネジ

メントの実務に携わるケアマネジャーが感じる家族介

護者支援の課題を明らかにすることで、地域包括支援

センターが担う役割について示唆を得ることができる。

Ⅱ．用語の定義

　本研究における家族介護者支援とは、厚生労働省の

「家族介護者支援マニュアル」に示される「要介護者

の家族介護力」として支援するだけでなく、「家族介

3. 家族介護者支援での地域、専門職等との関係に関して、どのような課題を感じますか。

4. 家族介護者の介護離職について、どのような課題を感じますか。

5. その他に、家族介護者支援において感じる課題を自由に語ってください。

表1.　インタビューガイド

1. 家族介護者支援における相談に関して、どのような課題を感じますか。

2. 家族介護者自身が抱える課題に関して、どのような課題を感じますか。
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護者の生活の質の向上」に対しても支援することと定

義する。

Ⅲ．三島北地区地域包括支援センター強化事業

　　の概要

１．企画目的

　社会問題である家族介護者支援を地域で考える機会

をつくり、支援者に対して多職種連携の話し合いの場、

家族介護者支援に関わる関連機関から地域住民に対し

ての学びの場を提供する。

２．2020 年度強化事業

　順天堂大学保健看護学部教員と協働して、介護保険

制度のケアマネジメントを担当するケアマネジャーに

話し合いの場を提供し、グループディスカッションを

企画する。

Ⅳ．研究方法

１．研究デザイン

　フォーカス・グループインタビュー法による質的帰

納的研究デザイン

２．対象者

　三島北地区地域包括支援センター管轄エリア 5 か

所の居宅介護支援事業所に所属するケアマネジャーで

本研究に同意が得られた 12 名。

３．データ収集方法

　同意が得られた対象者 12 名から、対象者が発言し

やすいようにケアマネジャー経験年数により 4 名ず

つ 3グループを編成した。フォーカス・グループイン

タビューでは、4人以上が適切であるとされている
11)
。

また、グループインタビュー法とは、グループダイナ

ミクスを用いて質的に情報把握を行う科学的な方法論

の 1 つである
12)
。このグループダイナミクス効果に

より、介護保険制度において、共にケアマネジメント

を担うケアマネジャーが感じる家族介護者支援の課題

の明確化が可能と考え、グループインタビュー法を用

いることとした。データ収集日は2020年 11月12日、

各グループとも個室にて 60 分間程度のインタビュー

を実施した。会話は IC レコーダーに録音し、対象者

の表情等も観察し記録した。

４．調査内容

　基本属性として性別、年代、基礎資格、ケアマネ

ジャーとしての経験年数。インタビュー内容は、厚生

労働省の示す「家族介護者支援マニュアル」の課題を

中心に、日頃ケアマネジャーが感じている家族介護者

支援の課題についてインタビューガイド（表 1）を用

いて行った。

５．分析方法

　質的帰納的研究プロセスに従って分析した。まず、

インタビューで得られた内容から作成した逐語録と観

察記録を合わせて言語的・非言語的な表現を総合的に

捉え、全体の構造と各々のメンバーの表現との位置関

係を理解しつつ丹念に繰り返し読み込んだ。次に、ケ

アマネジャーが感じる家族介護者支援の課題について

語られた文脈を抜き出し、可能な限り対象者の表現を

表１ インタビューガイド

3. 家族介護者支援での地域、専門職等との関係に関して、どのような課題を感じますか。

4. 家族介護者の介護離職について、どのような課題を感じますか。

5. その他に、家族介護者支援において感じる課題を自由に語ってください。

表1.　インタビューガイド

1. 家族介護者支援における相談に関して、どのような課題を感じますか。

2. 家族介護者自身が抱える課題に関して、どのような課題を感じますか。
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尊重して要約し意味単位（コード）とした。コードの

共通性を見いだす中でグルーピングを行い、サブカテ

ゴリー、カテゴリー、コアカテゴリーを抽出し抽象度

を上げていった。さらに研究者間でデータ、コードに

戻りながらカテゴリー、コアカテゴリーの特徴、類似

性、相違性、ネーミングの検討を重ねた。分析は、研

究者全体の合意が得られるまで行い、2021 年 3 月

19 日に報告会を開催し、研究対象者へ結果をフィー

ドバックして意見交換を行い、分析の妥当性を確保し

た。その後、研究者間でディスカッションを重ね、ケ

アマネジャーが感じる家族介護者支援の課題の構造化

を試みた。また、家族看護学の研究に精通した研究者

にスーパーバイズを受け妥当性を確保した。

Ⅴ．倫理的配慮

　本研究の実施にあたり、三島北地区地域包括支援セ

ンター管轄エリアの居宅介護支援事業所管理者に文書

により同意を得た上で対象者を募った。調査対象候補

者へは文書と口頭で研究協力への任意性、匿名性、同

意撤回の保障について説明し、同意が得られた者のみ

を調査の対象とした。また、勤務の妨げにならないよ

う調査日程を調整し、インタビュー途中で休憩を確保

して対象者への負担軽減に努めた。本研究は、順天堂

大学保健看護学部研究等倫理審査会の承認を得て実施

した（順保倫第 2-01 号）。

Ⅵ．結　果

　対象者 12 名について、性別は男性 2 名（16.7%）、

女性 10 名（83.3%）と女性が多かった。年代は 30

歳代 1 名（8.3%）、40 歳代 4 名（33.4%）、50 歳代

6 名（50.0%）、60 歳代 1 名（8.3%）と 50 歳代が最

も多かった。基礎資格は看護師 1 名（8.3%）、介護福

祉士 11 名（91.7%）と、ほとんどが介護福祉士であっ

た。ケアマネジャーの経験年数は平均 8.0 ± 4.58 年、

グループ別では A グループ平均 3.86 ± 1.32 年、B

グループ平均 8.86 ± 1.32 年、C グループ平均 11.25

± 5.97 年であった。3 グループのインタビュー時間

は、平均 76.1 ± 10.44 分であった。基本属性を表 2

に示す。

　ケアマネジャーが感じる「家族介護者支援」の課題

表２ 基本属性

ID チーム 性別 年代 基礎資格 経験年数 平均経験年数 インタビュー時間

1 A 女性 50 介護福祉士 4
2 A 男性 40 介護福祉士 2
3 A 女性 60 介護福祉士 5
4 A 女性 50 介護福祉士 4.5
5 B 女性 40 介護福祉士 10
6 B 女性 40 介護福祉士 7.5
7 B 女性 50 介護福祉士 8
8 B 女性 50 介護福祉士 10
9 C 女性 30 介護福祉士 7
10 C 女性 50 介護福祉士 10
11 C 男性 50 看護師 20
12 C 女性 40 介護福祉士 8

11.25±5.97 65分54秒

表2．　基本属性

3.86±1.32 86分39秒

8.86±1.32 75分01秒
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は、435 コードから 17 サブカテゴリー、7 カテゴリー、

5コアカテゴリーが抽出された（表3）。コアカテゴリー

を【　】、カテゴリーを『　』、サブカテゴリーを〈　〉、

語り（コード）を「斜体」で示す。

１．【介護者】の課題

　本コアカテゴリーは、【介護者】の課題を示してお

り、『介護と仕事の両立』の課題が、〈介護離職の実態〉

〈介護と仕事の両立をサポート〉という 2 つのサブカ

テゴリーで構成されていた。「対象者の方が全介助に

なって、介護が大変で仕事を辞めざるを得えない状況

がありますね」「いろいろ家庭の事情があって家のロー

ンや子どもの学費のため共稼ぎが多いので、仕事は続

けたいです、仕事を続けるためにケアマネジャーさん、

どうしたらいいでしょうかということが多いです」「皆

さんがいつかは関わることだから、企業側も介護の制

度を本当は広めてほしいなと思います」と語られてい

た。また、『介護使命感』の課題が、〈介護使命感に対

するサポート〉という 1 つのサブカテゴリーで構成

されていた。介護使命感は、その程度を超越すること

で自責感や孤立感へとつながる危険性があり、「家族

が一身に受け止めちゃって、もうまいっちゃってい

るケースがあります」「週 2 回奥さんは仕事も続けて、

でも、やっぱりデイサービスに行かせちゃっているこ

とに奥さんは罪悪感を感じてしまっています」と語ら

れていた。

２．【要介護者】の課題

　本カテゴリーは、【要介護者】の課題を示しており、

『要介護者へのケア』の課題が、〈要介護者の認知症ケ

ア〉〈要介護者の排泄ケア〉〈要介護者の食事ケア〉と

いう 3 つのサブカテゴリーで構成されていた。「だん

だん認知症がひどくなって、トイレの失敗や弄便で奥

さんが疲弊してしまったことがあります」「リハビリ

パンツを履きたがらなくて失禁が多い、よそから来た

人が家に入ると尿臭がすると言われてしまう」「食事

で困るし高齢でもあるし、どこかに預かってという感

じになってしまいました」と語られていた。

３．【家族全体】の課題

　本カテゴリーは、【家族全体】の課題を示してお

り、『家族システムと家族の関係性』の課題が、〈家

族システムによる困難さ〉〈家族の関係性による困難

さ〉〈家族介護者も要支援者〉という 3 つのサブカテ

ゴリーで構成されていた。「障害のあるお孫さんもい

らっしゃって就労支援にも行かれていて、そんな事情

があってなかなか難しい」「全てお嫁さんがかぶって

しまうので、いっぱいいっぱいになってしまう」「キー

パーソンって普通は 1 人なんですけど、2 人でてき

ちゃった」と語られていた。

４．【ケアマネジャー】の課題

　本カテゴリーは、【ケアマネジャー】の課題を示し

ており、『家族介護者との意思疎通』の課題が、〈家族

介護者との意思疎通の困難さ〉〈家族介護者との連絡

方法の煩雑さ〉という 2 つのサブカテゴリーで構成

されていた。「もっとかみ砕いて伝えなきゃいけない

だろうなと思ってかみ砕いて伝えても伝わらなくて、

どうしたらいいだろう」「夜中や日曜日に電話がかかっ

てきて、またいつもの方だなってちょっと迷いますね」

と語られていた。また、『ケアマネジャー役割』の課

題が、〈ケアマネジャーの役割領域に対する戸惑い〉〈ケ

アマネジャーの立ち位置に対する戸惑い〉〈ケアマネ

ジャーの報酬に対する戸惑い〉という 3 つのサブカ

テゴリーで構成されていた。「病院で受診に付き添っ

てくれと言われると、えっ私が行くの？と、ちょっと

困りますね」「アドバイスをしても、それがやっぱり

うまくいく場合といかない場合があって、一緒に悩む

しかないというところでしょうか」「病院から末期が

んの方をお願いしますという話が来てカンファレンス
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表３ ケアマネジャーが感じる「家族介護者支援」の課題
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に行かせてもらって、退院をされない方も結構多いで

すが、そうなると私たちに報酬はなくボランティアな

んです」と語られていた。

５．【サポート体制】の課題

　本カテゴリーは、【サポート体制】の課題を示して

おり、『専門職連携実践』の課題が、〈サービス調整や

連携における困難さ〉〈地域包括支援センターによる

サポート〉〈サービス利用と地域の共助によるサポー

ト〉という 3 つのサブカテゴリーで構成されていた。

「サービスを使わない方に対して結構呼ばれ、それは

病院でお願いしたいと思うことが結構ありますよね」

「事業所や専門職との連携で知恵を借りたり、包括か

ら介護者の方に指導してもらっています」「地域性を

すごく感じていて、地域で支え合っていくってすごく

難しいけれど、いいところもあります」と語られていた。

６．ケアマネジャーが感じる「家族介護者支援」の課

　　題の構造

　前述した5つのコアカテゴリーと7つのカテゴリー

から、【介護者】の課題である『介護と仕事の両立』『介

護使命感』は、【要介護者】の課題である『要介護者

へのケア』と相互作用し、【家族全体】の課題である『家

族システムと家族の関係性』に包含されていた。また、

ケアマネジメントを担う【ケアマネジャー】自身も

『家族介護者との意思疎通』『ケアマネジャー役割』の

課題を抱えつつ支援していた。さらに、家族介護者支

援の【サポート体制】においても、『専門職連携実践』

の課題が存在していた（図 1）。

Ⅶ．考　察

　調査結果について、ケアマネジャーが感じる「家族

介護者支援」の課題の構造（図 1）から、以下、各課

【サポート体制】
『専⾨職連携実践』

〈サービス調整や連携における困難さ〉
〈地域包括⽀援センターによるサポート〉

〈サービス利⽤と地域の共助によるサポート〉

【家族全体】
『家族システムと家族の関係性』

〈家族システムによる困難さ〉〈家族の関係性による困難さ〉〈家族も要⽀援者〉

【介護者】
『介護と仕事の両⽴』

〈介護離職の実態〉〈介護と仕事の両⽴をサポート〉
『介護使命感』

〈介護使命感に対するサポート〉

【要介護者】
『要介護者へのケア』

〈要介護者の認知症ケア〉
〈要介護者の排泄ケア〉
〈要介護者の⾷事ケア〉

【ケアマネジャー】
『家族介護者との意思疎通』

〈家族介護者との意思疎通の困難さ〉〈家族介護者との連絡⽅法の煩雑さ〉
『ケアマネジャー役割』

〈ケアマネジャーの役割領域に対する⼾惑い〉〈ケアマネジャーの⽴ち位置に対する⼾惑い〉
〈ケアマネジャーの報酬に対する⼾惑い〉

図1. ケアマネジャーが感じる「家族介護者⽀援」の課題の構造図１ ケアマネジャーが感じる「家族介護者支援」の課題の構造
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題について考察する。

　【介護者】の課題として、『介護と仕事の両立』『介

護使命感』が明らかとなった。先行研究で明らかと

なった介護離職で 6 割を占める「仕事と介護の両立

が難しい職場だったため」という実態
3)
のみならず、

厚生労働省の報告書からも、介護による離職防止は

縮小に向かう労働力人口を維持・確保し、地域経済

の発展に貢献するという観点から、行政や企業が一

体となって、家族介護者の仕事と介護の両立に向け

た支援を行うことが求められている
1)
。また企業を対

象とした先行研究では、企業側の役割として、「介護

者である社員が仕事と介護の両立をマネジメントで

きるよう支援すること、両立のために必要な基本的

な情報を介護の課題に直面する前に提供することが

鍵である」との提言もある
13)
。ケアマネジャー、地

域包括支援センターが企業と連携し、【介護者】の『介

護と仕事の両立』と QOL 向上を目的とした、ワーク・

ライフ・バランスをサポートしていくことが求められ

ている。また、もう一つの【介護者】の課題である

『介護使命感』について、介護者の介護への使命感は

裏返せば自責感とも理解でき、孤立感へとつながる

14)
。介護者の孤立感を防ぐ目的で開催されている介護

者教室について、市町村の家族介護者支援全般に関す

る事業の実施状況調査によれば、介護者教室の開催状

況は46.3% と5割に満たない現状である
1)
。その反面、

介護者の会による支援の特性を明らかにした研究で

は、介護者の会参加前後で感じたことの差が大きかっ

た項目は、「介護者同士で連帯感を得ることができる」

であったという報告もある
15)
。家族介護者同士が共

感し、思いを分かち合えるピアサポートの場づくり

も必要ではないだろうか。

　【要介護者】の課題として、『要介護者へのケア』が

明らかとなった。具体的には、〈要介護者への認知症

ケア〉〈要介護者への排泄ケア〉〈要介護者への食事ケ

ア〉が課題として述べられ、先行研究においても同様

の結果
8)
が示されている。認知症高齢者の在宅生活継

続関連因子の調査では「介護家族支援」が挙げられ
9)
、

排泄ケアは家族介護者の 90% が行っており介護負担

の大きな要因であること
16)
、食事に関する支援が介

護負担の改善に寄与する可能性が示唆されている
17)
。

改めて、『要介護者へのケア』を【介護者】と【ケア

マネジャー】が共有する必要性が示された。

　【家族全体】の課題として、『家族システムと家族の

関係性』の課題が明らかとなった。この課題は先行

研究での介護者や地域包括支援センター職員への調

査
1)8)

からは示唆されなかった課題であり、家族介護

者支援は【介護者】のみでなく、家族を社会におけ

る一つの単位ととらえ、【家族全体】を支援する重要

性と困難性を示している。家族看護学の文献には、「家

族という存在は、個々の家族成員同士の影響と、家

族を取り巻く社会環境からもたらされる影響という

両者から、しかも毎日の時間的な経過という積み重

ねによって日々形作られている流動的な存在である」

と述べられており
14)
、対象となる『家族システムと

家族の関係性』をいかにとらえるかが重要となる。そ

のため、家族介護者支援には、家族アセスメントが

必要となる。この家族アセスメントについて、マッ

カバン（McCubbin, H. I.）の家族ストレス対処理論
18)

に基づいたアセスメントの枠組みでは、《家族に降り

かかった問題とそれが家族に与える影響》《出来事に

対する家族の対応能力》《家族の発達段階と発達課題》

《家族の対処経験》《家族の問題に対する対応状況》《家

族の適応状況》の 6 つの視点が示されている
14)
。ま

た、「家族という集団のもつ豊かな機能を有効に活用

し、家族自身の主体性を育てる活動を意識的に行う」

と、家族本来のセルフケア機能を高める介入の必要

性も述べられている
14)
。先行研究では、家族の回復

する力、困難を跳ね返す力を「家族レジリエンス」と

定義し
19)
、地域包括ケアシステムにおいてレジリエ

ンスは、「個人 - 家族 - 環境」のシステムの総体でと
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らえる見方が提唱され
20)
、家族レジリエンスから地

域レジリエンスへともいわれている
21)
。さらに、家

族システムの自助力アップとはセルフマネジメント

ができ、生活を再構築する姿勢をもつことで、在宅

ケア専門職のサポートが必須であるとも述べられて

いる
19)
。【ケアマネジャー】には、家族アセスメント

と家族レジリエンスへのサポートが求められている。

　【ケアマネジャー】の課題として、『家族介護者との

意思疎通』『ケアマネジャー役割』が明らかとなった。

これらの課題は【ケアマネジャー】自身の困難さや戸

惑いを示すもので、家族介護者を支援する【ケアマ

ネジャー】への支援もまた、必要であることがわかる。

このケアマネジャーへの支援については、介護支援

専門員の資質向上と今後のあり方に関する調査研究

において、地域包括支援センターの包括的・継続的

ケアマネジメント機能の強化によるサポートが述べ

られている
22)
。【ケアマネジャー】に対する、地域包

括支援センターのバックアップが期待されている。

　最後に、【サポート体制】の課題として、『専門

職連携実践』が明らかとなった。専門職連携実践

（Interprofessional Work : IPW）について、英国の専門

職連携教育推進センター（Center for the Advancement 

of Interprofessional Education : CAIPE）の Hugh Barr は、

「Inter-professional は、専門職が相互作用しあう学習

のうえに成り立つ協働関係」と述べている
23)
。また、

世界保健機関（World Health Organization：WHO）は、

専門職連携教育（Interprofessinoal Education：IPE）を

医療人材の育成に必要不可欠なステップと提唱して

いる
24)
。さらに、IPW の文献には、「IPW/IPE におい

て、保健医療福祉の専門職や学生は、相互作用し互

いに学び合う学習者としての関係」とある
23)
。しかし、

日本の保健医療福祉系の専門職養成教育で IPE は必

須ではなく、養成教育の法的な指定規則に IPE が規

定されている職種はない
23)
。また、研究代表者らの

地域包括ケアに従事する医療・福祉職への栄養改善

に関するインタビュー調査結果からも、《他職種・他

機関との栄養連携における困難》という『多職種連

携実践』の課題が明らかとなっている
25)
。これらの

背景から、教育現場においては IPE の認識は広がり

始めてはいるが
26)
、家族介護者支援における【サポー

ト体制】の課題である『専門職連携実践』を可能と

する IPE が求められている。

Ⅷ．本研究の限界と今後の課題

　本研究の対象者の基礎資格は介護福祉士がほとん

どであり、調査結果において職種による偏りは否め

ず、本研究の限界である。介護保険制度においてケ

アマネジメントを担うケアマネジャーの資格要件は、

保健医療福祉分野で当該資格において実務経験 5 年

以上を有する者
27)

と多岐にわたる。また、ケアマネ

ジャー以外のサービス提供者も家族介護者支援を担

う役割がある。今後の課題として、今回の調査結果

を基に対象者を拡大した検証が必要である。

Ⅸ．結　論

　ケアマネジャーが感じる「家族介護者支援」の課題

について、【介護者】の課題である『介護と仕事の両立』

『介護使命感』は、【要介護者】の課題である『要介護

者へのケア』と相互作用し、【家族全体】の課題であ

る『家族システムと家族の関係性』に包含されていた。

また、ケアマネジメントを担う【ケアマネジャー】自

身も『家族介護者との意思疎通』『ケアマネジャー役

割』の課題を抱えつつ支援していた。さらに、家族

介護者支援の【サポート体制】においても『専門職

連携実践』の課題が存在していた。これらの課題から、

家族介護者へのワーク・ライフ・バランスのサポート、

家族介護者同士のピアサポート、家族アセスメント

や家族レジリエンスへのサポート、地域包括支援セン

ターによるケアマネジャーサポート、家族介護者支

援のサポート体制における専門職連携実践（IPW）と
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専門職連携教育（IPE）の必要性が示唆された。
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Abstract

The Challenges of “Family Caregiver Support” Perceived by Care Managers in a 
Project to Promote the Activities of the Mishima Kita Integrated Community Care 

Support Center

FUJIO Yuko １）　SAITO Miyako ２）　ENOMOTO Yoshiko １）

１）Juntendo University Faculty of Health Science and Nursing
２）Mishima Kita Integrated Community Care Support Center

  To clarify the challenges of “family caregiver support” perceived by care managers in a project to 
promote the activities of the Mishima Kita District Integrated Community Care Support Center, a focus 
group interview was conducted with 12 care managers. The challenges of “family caregiver support” 
perceived by these care managers were summarized into 5 <core categories> and 7 [categories]. 
[Providing care while working] and [a sense of mission as a caregiver], representing the challenges 
of <caregivers>, interacted with [care for the care receiver], representing the challenges of <care 
receivers>, and they were included in [family systems and family relationships], representing the 
challenges of <a whole family>. The <care managers> in charge of care management also faced 
challenges related to [communication with family caregivers] and [care managers’ roles] when 
supporting family caregivers. Furthermore, [interprofessional work] was identified as a challenge 
related to family caregiver <support systems>. These challenges suggest the necessity of helping family 
caregivers achieve a healthy work-life balance, promoting peer support among them, supporting their 
family assessment and family resilience approaches, and providing care managers’ support through 
community-based comprehensive support centers, as well as disseminating interprofessional work and 
education in family caregiver support systems.

Key words：integrated community care support center, care managers, family caregiver support, challenges
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